
 
 

 

第 71 回国民体育大会強化委員会 

平成２４年度事業計画 

１ 実施事業について 

 

推 進 基 本 施 策 主 な 事 業 

Ⅰ 組織の拡充・強化 

【5,066千円】 

競技団体組織強化 

国体担当者・ヘッドコーチ合同会議 

中高指導者連携協議会 

コーチ会議 

関係団体との連携 スポーツ支援協議会 

Ⅱ 指導体制の確立 

【18,060千円】 
指導者の養成・確保 

指導者スキルアップ事業 

コーチ派遣事業 

一貫指導システム構築事業 

Ⅲ 選手の育成・強化 

 【109,536千円】 
選手の育成・強化 

ジュニア選手強化事業（中学生・高校生） 

トップ選手強化事業 

強化指定クラブ支援（少年種別・成年種別） 

重点競技強化事業 

Ⅳ サポート体制の拡充 

 【18,871千円】 

スポーツ医・科学 

サポート体制の拡充 

いわてアスレティックトレーナー養成事業 

スポーツ医・科学サポート事業 

スポーツ医・科学データ活用 

※第71回国民体育大会選手強化事業費  75,172千円 

いわてアスリート強化事業費      76,361千円 



 
 

２ 事業内容について 

 事 業 名 事 業 内 容 

Ⅰ 

組
織
の
拡
充
・
強
化 

国体担当者・ヘッドコーチ合同会議

各競技団体の各種別強化担当者が一堂に会し、平成２８年

岩手国体に向けた強化体制の構築、競技力向上について、協

議・研修し、在り方・方向性を構築する。 

中高指導者連携協議会 

各体育団体（競技団体・中体連・高体連）の指導者が一堂

に会し、平成２８年岩手国体に向けた中高連携した指導方法、

指導体制つくり等について協議・研修し、在り方・方向性を

構築する。   

コーチ会議等事業 
競技団体事務局担当者・強化スタッフ及び国体監督・コー

チとの連絡調整会議及び研修会等を実施する。 

スポーツ支援協議会 

スポーツの普及・振興を図るために、産業経済界及びスポ

ーツ関係者を集め、選手の育成の支援のあり方等について協

議する。 

Ⅱ

指

導

体

制

の

確

立 

指導者スキルアップ事業 
日本を代表するトップコーチを招聘し、指導者講習会を開

催し、県内指導者の指導力向上を図る。 

コーチ派遣事業 

中央競技団体または全国トップレベルのチームが開催する

指導者養成講習会及び練習会に県内の指導者を派遣し、指導

力の向上を図る。 

一貫指導システム構築事業 

系統的な選手の育成強化を図るため、各中央競技団体が研

究を進めている競技者育成プログラムを積極的に取り入れ、

岩手版一貫指導プログラムを作成する。 



 
 

 事 業 名 事 業 内 容 

Ⅲ
選
手
の
育
成
・
強
化 

ジュニア選手強化事業（中・高校生）

国体で実施される競技の少年種別を対象に優秀チーム・選

手を選抜し、合宿及び練習会、県外遠征、県外チーム招聘等

の強化事業を実施する。 

トップ選手強化事業 

国体で実施される競技の成年種別を対象に、優秀チーム・

選手を選抜し、合宿及び練習会、県外遠征、県外チーム招聘

等の強化事業を実施する。 

強化指定クラブ支援 

（少年・成年種別）

「岩手県スポーツ特別強化指定校」及び「岩手県私立高校

重点強化校A」に指定された団体に対して、県外遠征、強化合

宿及び練習会を実施するための強化活動費を補助し、重点的

に強化を図る。 

重点競技強化事業 
過去の成績をもとに強化種目及び強化種別を選定し、重点

的な強化を図る。 

Ⅳ 

サ
ポ
ー
ト
体
制
の
拡
充 

いわてアスレティックトレーナー 

養成事業

競技別専任トレーナーを配置するため岩手版アスレティッ

クトレーナーの養成を行う。 

スポーツ医・科学サポート事業 

競技団体の大会及び強化合宿等に専門的知識を持ったスポ

ーツドクターやトレーナー、アスレティックトレーナー等を

派遣し、競技力の向上を図る。 

スポーツ医・科学データ活用 

県代表選手の体力測定・分析を定期的に行い、日本代表選

手等のデータと比較しながら強化しなければならない部分に

ついて解明し、より効果的なトレーニングをサポートする。

 


